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到達目標  
 
 

数 と 式 、 方 程 式 と 不 等 式 ， ２ 次 関 数 、 図 形 と 計 量 及 び デ ー タ の 分 析
に つ い て 理 解 さ せ ， 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 の 習 得 と 技 能 の 習 熟 を 図 り
， そ れ ら を 的 確 に 活 用 す る 能 力 を 伸 ば す と と も に ， 数 学 的 な 見 方 や 考
え 方 の よ さ を 認 識 で き る よ う に す る 。  

 
 
評価 の  

観点  
 
 

知識 ・ 技能  思考 力 ・判 断 力・ 表 現 力  主 体 的 に 学 習 に 取 り 組
む 態 度  

基 本 的 な 概 念 や 法 則 を 理 解

す る と と も に ， 事 象 を 数 学

化 し た り ， 数 学 的 に 表 現 ・

処 理 し た り す る 技 能 を 身 に

付け る こと が でき た か 。  

問 題 を 解 決 し た り ， 解
決 の 過 程 や 結 果 を 批 判
的 に 考 察 し 判 断 し た り
す る 力 を 身 に 付 け る こ
と が で き た か 。  

数 学 の よ さ を 認 識 し 数
学 を 活 用 し よ う と し た
り ， 粘 り 強 く 考 え 数 学
的 論 拠 に 基 づ い て 判 断
し よ う と 取 り 組 ん だ り
す る こ と が で き た か 。  

 
 
学習の  
評価  

 

１  定 期考 査 の成 績  

定 期考 査 に おい て は ， 知 識・ 理 解 に偏 る こ と な く， 数 学 的な 考 え 方 ， 数学 的 な 技能

をみ る ため の 問題 も 出 題す る 。  

２  学 習態 度 等の 平 常 点  

（ 1）  授 業 時 など の 学 習 過程 で ， 評価 の 観 点 の ４項 目 に つい て ， 良 い 点お よ び 伸長

の状 況 など を 評価 す る 。  

（ 2）  演 習 ノ ート や レ ポ ート の 提 出状 況 ・ 課 題 テス ト ・ 小テ ス ト の 成 績な ど を 評価

する 。  

 
単元  学習内容  到達目標  

第 1 章  
数 と 式  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 ２ 章  
集 合 と
論 証  
 
 
 
 
 
 
 
 
第 ３ 章  
２ 次 関
数  
 

１節  式の 計 算  

1 整式 と その 加 減 ・ 減 法  

2 整式 の 乗法  

3 因数 分 解  

 

２節  実数  

1 実数  

   2  根号 を 含む 式 の 計算  

  

 

３節  １次 不 等式  

1 不等 号 と 不 等 式  

   2  不等 式 の性 質  

   3  １次 不 等式  

 

 

 
 
 
 
 
 

１節  集合 と 論証  

1 集合  

2 命題 と 条件  

3 逆・ 裏 ・対 偶  

  

 

 
 
 
 

１節  ２次 関 数と そ の グラ フ  

  1  関数 と グラ フ  

   2  ２次 関 数の グ ラ フ  

   3  ２次 関 数の 最 大 ・最 小  

数 を 実 数 ま で 拡 張 す る こ と の 意 義 や 集 合 と 命 題

に関 す る基 本 的な 概 念 を理 解 して ，式 を 多面 的 にみ

たり 処 理し た りす る と とも に ，１ 次不 等 式及 び ２次

方程 式 につ い ての 理 解 を深 め ，そ れら を 活用 で きる

よう に する 。  

(1)  整 式  

   式 の 展 開 と 因 数 分 解 に つ い て ， 目 的 に 応 じ て

式 を 変 形 し ， 見 通 し を も っ て 式 を 扱 う こ と が で

きる よ うに す る。  

(2)  実 数  

中 学 校 ま で に 扱 っ て き た 数 を 実 数 と し て ま と

め ，数 の 体系 に つい て の理 解 を深 め る 。ま た ，絶

対値 や 根号 を 含む 式 の 計算 が でき る よう に す る。 

(3)  方 程 式と 不 等式  

不 等 式 の 基 本 性 質 と １ 次 不 等 式 の 解 法 に つ い

て学 び ， 不 等 式の 解 の 意味 に つい て 理解 す る 。 

２次 方 程式 の 解の 公 式 を導 き，実 数解 を 持つ ２

次方 程 式を 解 ける よ う にす る 。  

さ ら に ， 判 別 式 や 様 々 な ２ 次 方 程 式 の 取 り扱

いに つ いて 学 び， 計 算 がで き るよ う にす る 。  

 

( 1 )  集合 と 命題  

  ベ ン 図 や 表 を 用 い て ， 集 合 の 包 含 関 係 や 要 素

の 個 数 な ど 集 合 に 関 す る 基 本 的 な 事 項 を 学 ぶ 。 命

題 ， 必 要 条 件 ， 十 分 条 件 お よ び 逆 ・ 裏 ・ 対 偶 な ど

は ， 定 義 を し っ か り 理 解 さ せ ， で き る だ け 集 合 で

使 う ベ ン 図 や 図 表 を 用 い て 考 え る 習 慣 を つ け さ

せ， 論 理的 な 思考 力 を 伸ば す 。  

ま た ， こ こ で は ， 対 偶 を 利 用 し た 証 明 や 背 理 法 に

よる 証 明に つ いて も 扱 う。  

 

２ 次 関 数に つ いて 理 解 し ，関数 を 用い て 数量 の 変

化を 表 現 す る こと の 有 用性 を 認識 す ると と も に，そ

れ を 具 体 的 な 事 象 の 考 察 や ２ 次 不 等 式 を 解 く こ と

など に 活用 で きる よ う に す る 。  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 ４ 章  
図 形 と
計 量  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 ５ 章  
デ ー タ
の 分 析  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課 題  
学 習  
 
 

  4  ２次 関 数の 決 定  

 

２節  ２次 方 程式 と ２ 次不 等 式  

   1  ２ 次 関 数 の グ ラ フ と ２ 次 方

程式  

   2  ２ 次 関 数 の グ ラ フ と ２ 次 不

等式  

 

 

 

 

 

   

１節  三角 比  

  1  三角 比  

   2  三角 比 の 性 質  

  3  三角 比 の拡 張  

 

２節  三角 比 と図 形 の 計量  

  1  正弦 定 理  

   2  余弦 定 理  

3 三角 形 の面 積  

   4  空間 図 形の 計 量  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節  デー タ の 分 析  

  1  デー タ の整 理  

  2  代表 値  

  3  四分 位 数と 四 分 位範 囲  

  4  分散 と 標準 偏 差  

  5  相関 係 数  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)  関 数 とグ ラ フ  

  いろ い ろな 関 数を 取 り上 げ ，関数 概 念の 理 解 を

深め る 。  

(2)  ２ 次 関数 の 最大 ・ 最小  
２次 関 数の 値 の変 化 を 考察 す るこ と を通 し て ，

関数 の 最大 値・最 小値 を 求め る こと が でき る よ う
に す る 。  

(3)   ２ 次関 数 と方 程 式・ 不 等式  

２次 関 数の グ ラフ と x 軸と の 共有 点 を考 え，２

次関 数 と２ 次 方程 式 の 関係 に つい て 理解 す る。ま

た ，グ ラ フと x 軸 と の 位置 関 係か ら ，２次 関 数の

グラ フ と２ 次 不等 式 の 関係 に つい て 理解 す る 。  
 

鋭角 の 三角 比 の意 味 や 相互 関 係，それ ら を 鈍 角 ま

で 拡 張 す る 意 義 及 び 図 形 の 計 量 の 基 本 的 な 性 質 に

つい て 理解 す る 。さ ら に ，角 の 大き さ など を 用い た

計量 の 考え の 有用 性 を 認識 す る と と もに ，そ れ らを

具体 的 な事 象 の考 察 に 活用 で きる よ うに す る 。  

(1)  鋭 角 の三 角 比  

正弦・余 弦・正 接 を直 角三 角 形 に お ける 辺 の

比と 角 の大 き さと の 間 の関 係 とし て 導入 し ，そ

の意 味 を理 解 する 。  

(2)  鈍 角 の三 角 比  

角 を 鈍 角 や ， 0°， 9 0°， 1 8 0°の 場 合 ま で 拡

張し ，正 弦・余弦・正 接の 意 義を 理 解で き る よ

うに す る。また ，そ れ らの 相 互関 係 につ い て 学

習し ， 計算 が でき る よ うに す る 。  

(3)  正 弦 定理 と 余弦 定 理  

三 角 形 の そ れ ぞ れ の 辺 と 角 と の 間 に 成 り 立

つ基 本 的な 関 係を 理 解 し ，式 の 取り 扱 いが で き

るよ う に す る 。  

(4)  図 形 の計 量  

  正 弦 定 理 や 余 弦 定 理 な ど の 活 用 場 面 と し て ，

平面 図 形や 簡 単な 空 間 図形 の 計量 を 扱い ，い ろ

いろ な 図形 の 辺の 長 さ ，面 積・体 積 など が 求 め

られ る よう に する 。  

 

デ ー タ を 整 理し ， 数 学 的 に 考 察 し説 明 で き る

よ う に す る 。 単 に 統 計 量 を 求 め る だ け で は な

く ，意 味 を理 解 させ る とと も にそ れ らを 利 用 し

て ，デ ー タの 傾 向を 的 確に と らえ 説 明で き る よ

うに す る。  

(1)  デ ー タの 散 らば り  

ここ で は，中学 校 での 学習 を さら に 発展 さ せ て

四 分 位 数 ， 四 分 位 範 囲 ， 分 散 及 び 標 準 偏 差 な ど

の 用 語 を 知 り ， 意 味 を 理 解 さ せ る と と も に ， そ

れ ら を 利 用 し て デ ー タ の 傾 向 を 的 確 に と ら え 説

明で き るよ う にす る 。  

場合 に よっ て は，表 計 算ソ フ トや グ ラフ 電 卓 を

用い て 分散 や 標準 偏 差 の計 算 を行 う 。  

(2)   デー タ の相 関  

 こ こ で は ， ２ つ の 変 量 の 間 に ど の よ う な 関 連 が

あ る か を 考 え る 。 １ つ の 変 量 が も う １ つ の 変 量

に 強 い 関 連 が あ る 場 合 と ， な い 場 合 が あ る 。 相

関係 数 を用 い て， そ の 度合 を 計算 す る。  

また ，相 関係 数 と散 布 図の 関 連を 考 察し ，変 量
Xと Yの 間 の相 関 関係 を 調べ る 。  

 

実社 会 で活 用 でき る 題 材や 生 徒が 興 味深 い と 感
じら れ るテ ー マに つ い て 学 習 し、数学 の 有用 性 と奥
深さ を 感じ さ せる 。  

 


